「大学生期における消費者教育推進事業」
事業者選定委員会　議事要旨
１　日程
（１）第１回事業者選定委員会　令和２年４月８日（水）

　　　　・公募要領及び仕様書の決定

（２）第２回事業者選定委員会　令和２年７月31日（金）
　　　　・書類審査及びプレゼンテーション審査
２　審査方法
定められた審査基準（公募要領に記載）に基づき、３名の選定委員会委員が書類審査及びプレゼンテーション審査を行った上で、２００点満点で総合評価を行った。
３　審査対象者（応募者）
　　　・大学生期における消費者教育推進事業共同企業体
（代表構成員：有限会社 ダブル・ワークス、構成員：産学協働人材育成機構ＡＩＣＥ）
　　　・特定非営利活動法人イー・ビーイング
４　議事概要
（１）第１回事業者選定委員会

　　　・公募要領内容、仕様書内容について審議し、公募要領及び仕様書のとおり決定した。
（２）第２回事業者選定委員会

①提案内容について、提案者によるプレゼンテーションを実施し、その後、選定委員から質疑応答を実施した。
　　　【主な質問の内容】

　　　　・受講生の募集方法について
・オンラインでのリーダー養成講座の実施方法について
・リーダー養成講座の内容について

・オンラインの活用で懸念される、個人情報や著作権、肖像権などの知的財産の取り扱いについて

　　　　・コロナ感染防止に配慮した大学生生間ネットワーク形成促進のための交流会等の支援について
　　　　・養成講座修了で学生が獲得できること及びリーダーに期待される活動について
　　　　・本事業以外の大学生を対象とした実績について
　　　　
②書類審査及びプレゼンテーション審査の結果を踏まえて、各選定委員が総合評価を行い、
集計したところ、下記のとおり、一定の評価点数を獲得し、事業遂行能力等にも問題がないため、「大学生期における消費者教育推進事業共同企業体」を契約交渉の相手方に決定する。

提案者の評価点
	総合評価点

（２００点満点）
	企画提案部分
	価格提案部分
	提案金額

	１４５点
	１２５点
	２０点
	３，５９４，８１８円


　　　　※評価点は、三委員の得点を委員数３で除した点数
　　　　　次点者の得点は公表しません。
【最優秀提案事業者の選定理由】

　○２事業者とも仕様書で要求している提案内容を網羅しており、概ね優れた提案であった。
　○養成講座応募者の確保など、他の提案事業者が高評価の項目もあったが、大学生への消費者教育・啓発事業の実績を活かし、様々なアイデアを盛り込んだ提案がされており、全体として効果的な事業の実施が期待できる。特に消費者教育・啓発プログラムをゲームで体験できるようシステム化しホームページで公開して、遊び感覚で小中高生にも活用できる内容は新しい試みとして評価できる。
○養成講座やボランティア活動等すべてにおいて、オンライン会議ツールによるグループワークなどウェブ配信を活用した具体的な取組は新型コロナウイルス感染症の感染防止に対応するだけでなく、本事業の趣旨・目的にも合致している。
○なお、オンライン会議ツール等ウェブ配信の活用は、知的財産権の取扱いに留意が必要である。また学生が受け身になりがちで事業効果が見えにくいこと、非対面のため地域活動等で得られるやりがいや生きがい等の達成感が薄いなどのデメリットも考えられるため、新型コロナウイルス感染症の感染防止に努めつつ、地域での活動等実体験の機会提供を工夫するなどにより、ボランティアリーダーとしての人材育成を目指していただきたい。
　　
５　選定委員会委員（50音順　敬称略）
	氏　　名
	選　任　理　由

	石川　聡子
（大阪教育大学教授）
	環境教育や、エシカル消費の推進等の消費者教育・啓発に関する学識経験者として、大学生に有効な講座の実施・応募者確保方法及び大学生間のネットワーク形成の支援について適正度・効果等を審査

	小西　華子
(大阪弁護士会 弁護士)
	法律の専門家として、手続き等の公正性・公平性を高めるため、法律の専門家の観点から提案内容を審査

	長三 紘平

（社会福祉法人大阪府社会福祉協議会）
	ボランティアコーディネーターとして、大学生が実施するボランティア活動が主体的かつ継続的に実践するため、事業者が実施する支援策が適切かつ有効なものになっているかを審査


